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Summary 
1n urbanized rural region， expansion of rurban area or sprawl phenomena are making rapid 
progress. Therefore， itis necessary that agricultural or urban suitability of each area are 
c1arifiεd and the suitable land use planning are established in these regions. 
From such a viewpoint， evaluating land use suitability in th日caseof Mikazuki -Cho， Saga 
Prefecture， area suitability c1assifications using Quantification Th巴oryType I1I were carried out. 
1n this analysis， the numb巴rsof area of 300m X 300m wεre 181. The numbers of item were 8 
and their contents were soil condition， rate of farm land， rat巴ofhousing sit巴， scale of farm land， 
scale of housing sit巴，extension of road length， distance from housing sit巴anddistance from main 
road. Moreover， each item had 4 or 5 categories and the total of category was 37 
As the results， al the area of Mikazuki-Cho was able to be c1assified by the grade of 
agricultural potentiaL 
k世ywords: rural planning， area use suitability c1assification， Quantification Theory Type II， 
Mikazuki-Cho 
緒論
農業的土地利用を主とする農村地域において，開場整備事業の進展によって土地生産性，労
働生産性が向上する一方で，都市近郊では混住化やスプロール化が急速に進行している.この
ような状況では，土地の農用地的あるいは集落的適性を把握し，適切な利用計画を確立するこ
とが急務である.
本文は，佐賀市近郊の農村地域である小城郡三日月町を対象として，土地利用計画の方向を
探るために，数量化理論II類によって用地分級を行ったものである.
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表 l 土地利用計歯の空間スケールと分級単位
土地利用計画 地図スケール 土地分級 土地分級単位 計画課題の穏類 の穣類
地区分級 農業集落 広域でみた農業広域計画 1/25，000 (地区) 集落の性格づけ
1~数ha 市町村レベルの市町村言卜磁 1/10，000 用地分級 (沼地) 大土地利用調整
1/1，000 築地分級 筆 所有権調書室農業集落計磁 ~ 1 /2，500 (筆地) 小土地利用調整
土地分級
農村地域の土地利用計画を策定する場合，表-1に示すように，その空間規模から広域計画，
市町村計画および農業集落計画の3つに大別される九この場合の土地分級はそれぞれ地区分
級，用地分級および筆地分級と呼ばれている.
土地分級に関しではヲ従来より多くの研究が進められておりヲ地区分級に対しては主成分分
析法が，また用地分級に対しては数量化理論 I類が導入されヲその解析例が報告されてい
る2，3，ぺこのうち，数量化理論I類による用地分級では，外的基準となる標本用地の分級値
が，地元関係者などの達観評価によってあらかじめ分かつている必要があり，さらに評価者の
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属性によってその評価が相違することがあ
る3) このために，外的基準を必要としない
数量化理論II殺による分級が提案されてい
るへ
対象地壊の概要
三日月町は，佐賀県のほぼ中央に位置し，
北部に天山lr麓，中南部は平坦な農地を形
成し，佐賀市9 小城町，久保田町など l市
5町と接している.町の面積は20.53krn'，人
口は8，533人 (1990年度国勢調査)でヲ 41の
農業集落から構成されている 6，η
交通の便は良くし'南部に長崎本練久保田
駅，西西命北部に唐津線小域駅があり， また中
央に国道203号線が斜めに走り，南部を
34一号線が横断し，産業の基幹となっている.
河川は，佐賀市との境界である嘉瀬川ラ紙
関)11などがあり，北山ダムを源とする
刈水道が中央部を東西に流れている.三日
月町の概要を図-1に示す.
三日月町の土地利用構成は，表-2に示
すように，水田が約60%，畑が約10%を占
めており，全域が農業振興地域である@闘
場整備は，すでに1966年から1982年ー までの
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簡にほぼ対象地区全域が完了している. 表 2 三日月町の土地利用構成
三日月町における農業の推移を， 1970年から
1990年までの専業・兼業農家および経営耕地面
積の変化でみると表 3のようになっている.
すなわち，農家数は約3割減少しており，その
内訳は専業および第一種兼業農家が激減し，第
ニ種兼業農家がわずかに増加している.一方，
経営耕地の総面積はほとんど変化していないが，
畑および樹園地がやや減少し，その分水田が増
自
熔
il林・原野
宅地
その{也
計
面積 (km')
12.02 
1.91 
0.89 
1. 70 
4.01 
20.53 
加している.したがって， 1戸当たりの経営耕地面積は 4割程度増加している.
利用率(%)
58.5 
9.4 
4.3 
8.3 
19.5 
100.0 
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三日月間では，このように佐賀市圏域の拡大による混住化や兼業農家の増大により，スプロー
ル的な農地の転用，特に悶道沿いでは商業施設や宅地への転用が顕著となっている.したがっ
て，計画的な土地利用を図り，農業的に価値の大きい地域を積極的に保全していく必要がある.
表-3 三日月町の農家数および経営耕地頭積の推移
1970年 1975年 1980年 1985年 1990年
農家数(戸) 1，036 999 957 885 748 
専 業 172 113 117 122 97 
第一種兼業 479 435 358 308 1官。
第一種兼業 385 451 482 455 461 
耕地面積 (ha) 1，321 1，336 1，383 1，305 1，302 
国 1，153 1，169 1，230 1，166 1，190 
矧 47 36 20 28 12 
樹園地 121 131 l33 111 100 
一戸当り面積 1.27 1.34 1.45 1.47 1. 74 
用地分級の手法
仁用地区画
用地分級を行う場合の 1 用地の区画の大きさは，表-1 に示されるように 1~数haが適当と
されている.ここでは，三日月町北部の掛圏地および他町村と接している一部毘域を除いた範
囲で， 1区画を300mx300mニ 9haとした181の用地に区分した.
2.分級要因
各用地の農業的側面からランク付けを行う場合，どのような要因をもとに判断するかが非常
に重要である.ここでは，農用地的要因と集落的要因のあわせて 8つの要因を取り上げた.各
要四の内容は次の通りであり，また，それぞれの要因のカテゴリーの範囲を表 4に示す.
(1) 土壌状況 地区の土壌特性については，三日月町が農業集落ごとに調査した土壌の診
断結果を利用した.すなわち，燐酸，荘酸，酸度 (pH)，塩基飽和度，塩基置換容量 (CEC)お
よび腐食の6項呂についてそれぞれ3段婚に分級し，最も良好な状態にあるものを18，最も劣
るものを 6とした.
(2) 農用地主事 各用地ごとの農用地の比率.
(3) 宅地率 各用地ごとの宅地の比率.
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(4) 農用地規模 1用地の周辺8用地(計9用地の正方形)の平均農用地率を示したもの
で，それぞれの回地性を評価するもの.
(5) 宅地規模 (4)と同様にして求めた平均宅地率.
(6) 道路延長 1用地内の道路の総延長.
(7) 集落までの距離 最寄り集落までの距離.
(8) 主要道路までの距離 各用地から，国道，県道あるいは広域農道までの距離.
なお，解析においては，役場，小学校あるいはライスセンターなどとの距離についても要因
としては検討したが，要国選択の判断となる相関係数が低下するため除外した.
3 .数量化理論I類
数量化理論I類は，予測すべき外的基準のない場合の数量化法の一つであり，サンプルの種々
のカテゴリーへの反応の仕方のみにもとづいて，カテゴリーとサンプルの両方を数量化ずる方
法である.
ここでは，前述のように，土地利用に関わる 8つの要因を取り上げ，それぞれの要因をその
内容によって 4~5 個のカテゴリーに区分した.これに従って，カテゴリーの評価係数を求め，
さらに対象とする用地(サンプル)がそれぞれのカテゴリーに対して反応する場合はしそう
でない場合はOとしたダミー変数を用いることによって用地スコアを計算した.これを数式で
表すと次のとおりである.
U2121叫 i(jk)
ただし
δ;=e (j要:閤kカテゴリーに反応するとき)
ι lO (j.要閣hカテゴリー以外のカテゴリーに反応するとき)
Yi: i用地のスコア(評価値)
ajk : j要因kカテゴリーの評価係数
η~j :要因数， kj:.要因のカテゴリー数
用地分級結巣
1 .カテゴリーの評価係数
数量化理論II類による解析結果を各要因のカテゴリーごとの評価係数によって表 4に示す.
この結果，総体的に農用地的特性である，農用地率，農用地規模，集落までの距離および主要
道路までの距離などは数値が高くなるほど評価係数の値が小さくなる.一方，集落的特性であ
る宅地率，宅地規模および用地内の道路延長などは数値が高くなるほど評価係数の値が大きく
なることが認められる.したがって，評価係数の値が小さいほど農用地的特性が高くなるとい
える.そこで，表 4から評価係数が 1以下となるカテゴリーを列挙すると，
農用地率 90%以上，農用地規模 85%以上，宅地率 1%未満，宅地規模 3%未満，
集落までの距離 300m以上
となり，これらが各用地の農用地の適性判断に大きく寄与することになる.
2.用地スコア
次に，このような評価係数を用いて各用地の用地スコアーを求め，用地ごとの適性分級を行っ
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た.このスコア…は，対象とする用
地がそれぞれの要因において反応す
るカテゴリーの評価係数を合計し，
平均したものを閤有値の平方根，す
なわち相関係数で割った値である.
この値も前述のことから，数値が小
さい用地ほど農用地的適性が高いこ
とになる.
このようにして求めたスコアーの
分布を181用地について示したもの
が表 5である.
さらに，用地ごとに相対的に農用
地的特性の高い用地(スコアーが負)
と集落的特性の高い用地(スコア
が正)に分け，それぞれ4段階に底
分したものを図-2，3に示す.こ
れにより，三日丹町の用地利用適性
を概観することができる.すなわち，
国道203号操， 34号線(北部ノてイパ
ス)，県道小城一北茂安線， 1上一牛
津線沿いおよび小城町の市街地外延
地区は総体的に集落的特性が高く
なっている.したがって，これ以外
の用地は農用地特性が高い.特に，
県道小城一北茂安線の南関および嘉
瀬}Iと祇鴎1に挟まれた地区は農用
地特性が高い.
摘 要
都市近郊の農村地域では，混f主化
やスプロールイ七が急速に進行してお
り，地域ごとに土地の農用地的ある
いは集落的適性を把握し，適切な土
地利用計画を確立することが必要で
ある.このような観点から，佐賀県
三日月町を対象とし，数量化理論II
類による用地分級を試みた.なお，
用地は300mX 300m = 9 haを1区闘
とした181用地，分級のための要因は
土壌条件，農用地率，宅地主事，農用
地規模，宅地規模，道路延長，集落
特性
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表--4 用地分級要因と評価結果
分級婆 Eヨカテ 要因{霞 評価係数 用地数ゴリ の内容
1 6-10 0.124 21 
2 11 -0.277 28 
土壌状況 3 12 0.225 49 
4 13 0.559 42 
5 14-18 0.429 41 
1 50%未満 2.417 17 
2 50-70% 1.121 32 
農用地主事 3 70--80% 0.517 39 
4 80-90% 0.102 28 
5 90%以上 1.539 65 
l 1%未満 -1.660 51 
2 5% -0.440 39 
宅地家 3 5--10% 0.400 35 
4 10-20% 1.133 31 
5 20%以上 2.106 25 
1 70%未満 0.802 32 
2 70-75% 1.216 29 
産量用地規模 3 75-80% 0.296 47 
4 80-85% -0.272 35 
5 85%以上 -1. 719 38 
1 3%未満 -2.402 12 
2 3-6% -0.726 52 
宅地規模 3 6-9% 0.085 53 
4 9-12% 0.676 3 
5 12%以上 1.284 31 
1 800m米満 -0.708 56 
道路延長
2 800m-1km -0.377 49 
3 1.0-1.2km 0.297 39 
4 1.2km以上 1.260 37 
1 100m未満 1.565 46 
集落までの 2 100-200m 0.360 67 
距離 3 200-300m -0.907 35 
4 300m以上 1.950 33 
1 200m未満 0.932 61 
主要道路ま 2 200-400m -0.191 35 
てるの距離 3 400-600m -0.145 35 
4 600m以上 -0.902 50 
表 5 用地スコアの分布
用土也スコア 用地数
比率 農用地
(%) 特性
2.0~ 1 0.6 低い
1. 5~2.0 14 7.7 
1. 0~1. 5 15 8.3 
0.5~1.0 28 15.4 
0.0~0.5 38 21.0 
-0.5~0.0 27 14.9 
-1. 0~-0.5 23 12.7 
-1. 5~- 1. 0 17 9.4 
-2.0~- 1. 5 17 9.4 
~-2.0 1 0.6 高い
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